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紀伊半島から採集されたタイヨウマルハガ二（新称）

EucratesoldrisYANG＆SUN，1979

（十脚目，短尾下目，マjW〈ガニ科）

丸村　眞弘＊・武田　正倫＊＊

MasahiroMARUMURAandMasatsuneTAKEDA：EucratesolarisYANG＆SUN，1979

（Decapoda：Brachyura：Euryplacidae）fromtheKiiPeninsula，CentralJapan．

は　じ　め　に

紀伊半島南西部に位置する和歌山県日高郡みなべ町

は，北上する黒潮の分枝流の影響を受けて，暖流系の海

洋生物の種類が豊富である。また，古くからイセエビや

ヒラメの刺し網漁が盛んで　それに羅網して水揚げされ

るカニ類や貝類が多く，国内有数の多産地としても知ら

れている。本報告では，みなべ町沖の砂泥底より採集さ

れ，わが国では採集例が極めて少なく，その形態的特徴

や地理的分布についてほとんど知られていないタイヨウ

マルバガニ（新称）EucratesolarisYANG＆SUN，1979に

ついて報告する。

材料と方法

本研究で用いた検討標本および比較標本は，それぞれ

みなべ町沖水深30－40mの砂泥底に設置されたヒラメ刺

し網および田辺湾の水深3040mに設置されたイセエビ

刺し網に羅綱して採集されたカニ類であり，筆者の一人

（丸村）が保管している70％エタノール液浸標本である

井　本稿出版後，和歌山県立自然博物館（WMNH）に

寄贈予定である。標本の大きさは額から甲の後縁中央ま

での長さ（最大甲長）×左右の前側縁第2歯間の長さ（最

大甲幅）で示した。

結果と考察

FamilyEuryplacidaeSTIMPSON，1871マルハカニ科

GenusEucrateDeHAAN，1835マルハガ二属

SpeciesEl‘CrateSOlarisYANG＆SUN，1979タイヨウマル

ハガニ（新称）（図1A－C）

EucratesolarlSYANG＆SUN工979，PP．1，8，ng．1，Pl．1

丘gs・1，2，7；DAIetal・，1986，PP．372（inkey），373，五g．196

（1）証54ng．3；CHENJ998，PP．277，310（inlist），五g．8；

DAI＆YANGJ991，PP．401（lnkey），402，五g．196（1），

Pl・54丘g・3；NAIYANETR，1998，P・78；2007，Pi90；Nget

al・，2001，P．34（inllSt），五g．7b；HsUEH＆HUANG，2002，

PP・130（inkey），133，丘gs．8HJ7；NGetal．，2008，P．78

（inllSt）；YANGetal．，2008，P．770（inllSt）；CASTRO＆NG，

2010，PP．17（inkey），37，五gsJD，7C－F，llAT，

Eucratecrenata．sHEN＆JENG，2005，P．153，［notEucrate

crenata（DeHAAN工835）］

検討標本．1施　22．0×28．4mm，みなべ町沖，水深

3040m，1995年2月10日，矢倉豊二氏採集．

比較標本．Eucratecrenata（DeHAAN，1835）4雄，21．5

×26．4mm－29．2×36．0mm，田辺湾，水深30－40m，

1994年10月21日，湯）i圧郎氏採集．

形態的特徴．甲は前方に開いた台形に近く，最大甲幅は

最大甲長の約1．29倍。甲面は弱く膨れ，平滑で　微小

な顆粒と窪みで覆われている。分画は不鮮明であるが，

前側縁の第3歯から甲面中央に向かって横走する溝は顕

著で　第3歯の直後で窪んでV字形を呈する。中央の

浅い切れ込みで2葉に分かれる額は，横真っすぐに切断

された形で　薄板状を呈する。眼寵は横に長く大きい。

前側縁は眼簿外歯を除いて3歯からなる。第1歯は幅広

くて，鈍頭。第2歯は最大で　先端が鋭く尖り，背面に

向かって反り返る。第3歯は最小で，鈍頭である。甲は

左右の第2歯間が最大甲幅となり，後側線はほぼ真っす

ぐ後縁に向かって狭まる。後藤は第4歩脚の底節をおさ

める部分が弱く窪む。

甲面には特徴的な赤褐色の斑紋がある。前側緑第3歯

から横走する溝が甲南中央で途切れる直前後方（前鯉城）

に左右対称の1対の大きな円形の斑紋が　甲の中央（中
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圃圃圏
図1A－C，タイヨウマルバガニ（新称），雄（22．Ommx28．4mm），みなべ町沖，紀伊半島；D－F，
マルバガこ，雄（21．5mmx26，4mm），田辺湾，紀伊半島．A，D，背面，B，E，甲の右前側線

と右錨脚，C，F，雄の左第1腹股と先端部（腹面図）．スケールC，F＝1mm

Fig．1．A－C，EucratesolarlSYANG＆SUN，1979，male（22・Ommx28・4mm），OfrMinabe，KllPenin－

sula，CentralJapan；D－F，Eucratecrenata（DeHAAN工835），male（21．5mmx26・4mm），Tanabe

Bay，KiiPenlnSula，CentralJapan・A，D，dorsalvleW，B，E，rightanterolateralmarglnOfthecara－

paceandrightchellPed，C，F，le允malepleopodinventralview・ScalefbrC，F＝1mm・

胃域）には1つの大きな台形の斑紋がある。この台形の

斑紋の後方に接するように左右1対の小さな円形の斑紋

がある。

錨脚は強大で　左右の大きさがほぼ等しい。学部は大

きく膨れ，可動指および不動指には大小の4，5歯が並

ぶ。腕節も丸く大きく膨れ，内未角の突起が強大である

が　同属の他種に存在する前縁外方の褐色の綿毛帯はほ

とんど発達していない。長節は背縁（外縁）に顕著な2，

3個の歯と数個の顆粒が並ぶ。歩脚は細長く，前節およ

び指節の前縁および後続には長毛が生える。第3歩脚が

最長で　最大甲幅の2倍に達する。基節，座節および長

節の基部2／3の部分と指節が乳白色で　他の部分は明る

い赤褐色を呈する。

雄の第1腹股は細長く，末端近くで外方に湾曲する。

備考．cASTRO＆NG（2010）によれば　現在マルバガニ

属Eucrateに含められるのは8種で　すべてインド・西

太平洋海域産である。この中で　本種はマルバガニE

crenata（DeHAAN，1835）（図1DT）に最も近縁であるが，

次の6点で区別することができる。

1）本種は甲の背面に特徴的な鮮やかな赤褐色の5個の

斑紋を有するが，マルバガ二は前鯉城に丸い1対の黒

色小斑紋を有するのみである。これら2種の斑紋は

20年以上の70％ユタノー）レ液浸保存においても残存

している。

2）本種では　甲の前側縁の3歯が強大で　特に第2歯

が鋭く尖り，背方に反り返っている。マルバガ二では

3歯とも外縁が湾曲し，甲の輪郭から突出することは

ない。

3）本種には錨脚の腕節前縁に褐色の綿毛帯が発達しな

いが，マルバガ二には顕著を綿毛帯が発達する。

4）本種には錨脚の長節背緑に顕著な2，3個の歯と数個

の顆粒が並ぶが，マルバガ二には大きく隔たった2個

の歯がみられるのみである。

5）本種では額の中央の切れ込みが比較的浅いが　マル

バガニではより深い。

6）本種には前側縁第3歯から甲面中央に向かうⅤ字形

の横走する溝がみられるが，マルバガニにはこの横溝

がない。

CASTRO＆NG（2010）はこれら2種の区別点として上

記のほかに，鋪脚の長節前縁の綿毛帯の発達状況をあげ

ているが，比較標本として用いた紀伊半島産のマルバガ



この4個体にはこの綿毛帯は発達していないので，比較

できない。マルバガこの形態的特徴に個体変異または地

理的変異がある可能性がある。

本種に特徴的な甲面中央の赤褐色の斑紋の形状にも大

きな地理的変異あるいは個体変異がみられる。原記載の

中国のタイプ標本には半円形の斑紋があり，学名の程小

名のsolarisの由来となっている。台湾膨湖島産の個体

は丸みを帯びた六角形，フィリピンのバングラオ島産の

個体では1対の丸い小斑紋または1対の不定形の斑紋，

バヌアツ共和国産の個体では1対の相接する三角形とな

る。今回の紀伊半島産の個体は中国産および台湾産の個

体に最も類似している。

地理的分布．本種の模式産地は中国南西部の海南島，広

西（YANG＆SuN，1979）。台湾（NGetal．，2001）フィリピン，

バヌアツ（CASTRO＆NG，2010），タイランド湾（Naiyanetr，

1998，2007）からの分布が知られている。CASTRO＆NG

（2010）によれば　わが国での記録として，琉球列島の
‘‘K釦mqimaI．’’があげられているが　そのあとの記述に

“Ahra”とあることから，久米島の誤りであるものと思

われる。いずれにしても，今回の紀伊半島からの報告は

本種の分布の北限を大きく更新したことになる。
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Summaサ
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beltoftomentumalongthedistalpartofthechelipedalcarpus，

thepresenceoftwoorthreeprominenttuberclesandaseries

OfgranulesontheanteriormarglnOfthechelipedalmems，the

PreSenCeOfaV－Shapedshallowmrroworlglnated宜omthe

thirdanterolateraltooth，andsomemlnOrmOrPhologlCaldif－

ferences．ThegeographlCalrangeofthlSSPeCleSISeXtended

fhrthernorthtocentralJapanbeyondtheRyukyuIslands・


